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☆作業日あれこれ
作業日当日の未明、激しい雨脚を床の中で聞

きながら「強い雨やなぁー。そやけど遊林会で
は晴雨に関わらず作業はあるし、起きたら出か
けるだけや」と寝入っておりました。今年は例
年より早く梅雨入りし、6月11日は雨の中での
活動 日 とな
りま し た 。

こ の とこ
ろ観 察 会 は
新ｽﾀ ｯ ﾌが順
繰り に 担当

。しています
担当 者 にと
って初ﾃﾞﾋﾞｭ
ｰは、事前に
対象 を 選び
資料 を 用意
して臨みますが、緊張するようです。それぞれ
観察会のｽﾀｲﾙには担当者ごとの個性が出ます
が、今回は紙芝居方式でのｽﾀｰﾄです。草原広場
のｸﾛｰﾊﾞｰ ｼﾛﾂﾒｸｻ：白詰草 を囲んで、この草に( )
まつわるｱｲﾇ伝承版のﾛﾐｵとｼﾞｭﾘｴｯﾄの話を聞き
ましたが、さらに詳しくｸﾏが解説です。この草
の名前の「詰草」は、江戸時代の南蛮貿易で入
って来た割れ物のｸｯｼｮﾝ材として詰められてい
たことによります。つまり古くから日本にあっ
た植物ではなく、明治以降に牧草として日本中
に広がった物ですので、伝承と言うほど昔から
この植物がｱｲﾇの人たちに馴染みの物だったと
は考えられません。この森には整備後すぐにﾈｲ
ﾁｬｰｾﾝﾀｰと池の間に進出しましたが、それほど
の群落を作らず現在に至っています。帰化植物
の話題が出たので、最近愛知川の河川敷や堤防
に咲き乱れている黄色い花の話になりました。
これは最近まで無頓着に公共事業などで自然の
中に解き放ってきた植物で、現在は地域の生態
系を破壊するとして植えることが禁止されてい
るｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸと言う植物です。この地域に広が
ったのは堤防を拡幅した道路整備の法面緑化に
使用されたｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ｶﾊﾞｰ植物の中に、ﾙﾋﾟﾅｽなど
と一緒に何の問題意識もなく使用されていたの
が原因ではないかと考えています。その後、こ
の森に接した県道改修の際には、工事担当者よ
り河辺の森に在来種による法面緑化の説明と意
見聴取があり、環境に対する配慮がされる時代
になったことを感じました。種苗業者からはこ
の地域にあるｺﾏﾂﾅｷﾞ 駒繋 などの種子を入れて( )

雨の中、観察会ﾃﾞﾋﾞｭｰです

いると説明があり、出所を尋ねると中国で採種
。 、した種だとのことでした この植物については

かつて明治大学の研究者 研究ﾃｰﾏは中国産と日(
)本産が名前は同じだが別種であることの立証

からの依頼で当地の物を送付したことがあり、
交雑による遺伝子攪乱の可能性を指摘、中止に
なりました。施工業者には現場の表土を事前に
集積し、完成後散布するのが一番経済的で環境
にやさしい工法だと伝えましたが…。在来生物
を保護するために、もともと地域にない生物を
野に放つことが禁止される時代になっているこ
とを、身の周りの事例を通して解説しました。
来年あたりこれ以上拡大しないために、愛知川
河川敷のｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ
の撤去と焼却を遊林
会から呼びかけるべ
きかもしれません。
愛知川河川敷で目立

、 、つ植物が ﾑｼﾄﾘｽﾐﾚ
ｶﾜﾗﾊﾊｺ、そしてｵｵｷ
ﾝｹｲｷﾞｸと変化してい
ますが、皆様の目に
はどのように記憶に
残っているでしょう
か。観察会の最後は
ｽｷﾞﾅ、ﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、ﾖﾓｷﾞ
茶の試飲と筍を刻
み込んだﾊﾟｳﾝﾄﾞ･ｹｰ
ｷの試食でありまし
た。その中ではﾖﾓｷﾞ茶が味と匂いからこれはﾖﾓ
ｷﾞだとわかりましたが、普段ﾖﾓｷﾞ餅や団子を食
べて見知った物だからでしょうか。

雨のためにｻｻ機械刈作業は中止となり、今月
の作業は竹林において今春発生した細い竹退
治、その他各所で発生している細竹退治、屋根
の下でできる作業として炭の箱詰め、番外は食
材調達とｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、ｸｽﾞ退治でした。今年は
かつてないほどの筍の不作で、食材調達はもち
ろんのこと竹林更新にも事欠く有様です。大先
生曰く、昨夏の猛暑・小雨が影響しているので
はとのことでした。昼食は炊き込みご飯、新ﾒﾆ
ｭｰのﾔﾏｳﾄﾞとｻﾊﾞ缶のお汁、筍や豚肉を使った料
理でしたが、ご馳走の誘惑にも負けず、予報通
り雨の止んだ午後、きっちりと作業を続けまし
た。来月の定例作業日の午後は会の活動14年目
突入記念の日として晴れて天下御免の無礼講の
日、皆様のお越しをお待ちしています。

モリイコ！竹林探検だ!!

7月27日(水曜日) 週日活動 森の居酒屋は7月6日 午後7時頃～

9時～(遅刻可)7月9日(第2土曜日)
主 催 者 ： 遊 林 会

連絡先（遊林会事務局 ：滋賀県 東近江市 河辺いきものの森 Tel 0748-20-5211 Fax 0748-20-5210）

： . . ： . . 森のﾌﾞﾛｸﾞは「かわべぇﾌｫﾄﾛｸﾞ」で検索！URL http://www yurinkai org/ E-mail ikimono@e-omi ne jp



、第4水曜日はまだ梅雨も明けしていないのに
30℃を超える暑さの中での作業となりました。
作業は伐採作業、林道付近の危険な枯れｽｷﾞを3
本、ﾅﾗ枯れで枯れてしまったｺﾅﾗを一本切りま
した。ｽｷﾞの木は枯れてﾎﾞﾛﾎﾞﾛ、木道にぶつけ
ないようにﾁﾙﾎｰﾙで引っぱって倒したものの、

、 。途中で折れてしまい 危険な作業となりました
ｺﾅﾗの木も、去年まで生きていたのですが、今
年新しい葉っぱが出ることなく死んでしまいま
した。これも無事に伐採終了。ﾒｲﾝは季節のお
野菜、ｷｭｳﾘです。ｷｭｳﾘの炒めもの、酢のもの、
ｻﾗﾀﾞなどなど。その他、釜焚きご飯に味噌汁、
ﾌﾞﾘのあら煮、夏の定番、ﾄﾏﾄと卵の炒めものな
どなど、美味しくいただきました。

☆6月の木ままクラブ
気軽に気ままに木曜日に活動する木ままｸﾗ

ﾌﾞ。6月は3回の活動を行いました。
6 2 7人 交流広場内でほとんど枯れていたｺﾅ/
ﾗを伐採。その後、木道の終端付近でﾅﾗ枯れで
半分枯れていたｱﾗｶｼの大木を伐採。女性は1週
間延期されたみどりのつどいの準備でした。
6 16 7人 モリイコ！の拠点ﾓﾘｲｺﾔのひさしづ/
くりをしてもらいました。
6 30 本通信発行のため未記入。/

、 、 （ ）7月は 14日 21日が活動日です 7,8月は半日

☆河辺いきものの森ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ情報
県で実施している｢やまのこ｣事業の今学期分

の学校は、無事終了しました。4月末から始ま
り、5月中旬から6月末までは、ほとんど途切れ
ることなく学校の対応を行っていました。毎年
やまのこでは、小学4年生が1,000人ほど来てい
るのですが、その中でﾌｸﾛｳの羽を見つける確率
は1 1000！だったのですが、今年はなんとすで/
に3人もの子どもが羽を拾ってきました！今年
は何故か 過ぎから、森の中にﾌｸﾛｳの声がGW
鳴り響いています。昼間からﾌｸﾛｳが鳴くのはお
かしいので、今年に限って昼間から鳴く理由が
あるはずなのですが…どちらにせよ、今年は例
年に比べてﾌｸﾛｳの声を聞く確率も高かったので
す。羽は拾えなかったけれども、声はほとんど
の子どもたちが聞けたので、思い出に残ったら
いいなぁ～と思うｽﾀｯﾌです。

ややこしいのですが、7月からは東近江市で
実施している｢やまの子｣ｷｬﾝﾌﾟの準備や打ち合
わせが大詰めになってきます。3･4年生対象のｷ
ﾂﾂｷｺｰｽ、4･5年生対象のﾌｸﾛｳｺｰｽ、6年･中学生対
象のｲﾇﾜｼｺｰｽ、どのｺｰｽも定員の2倍を超える応

、 。 、募があり 大変な人気です 先日抽選会を行い
参加者が決定しました。梅雨明け前の今からと
んでもなく暑いので、ｷｬﾝﾌﾟ本番はどうなるこ
とやら と心配もあります。また今年もたくさ!?
んの子どものがんばる姿、悩む姿、そして満面

の笑みに出会えるよう、準備をしていこうと思
っています。

さて、7月の後半には夏休みが始まります。
今年もｸｲｽﾞﾗﾘｰをはじめ、大人気ｲﾍﾞﾝﾄのｻﾞﾘｶﾞﾆ
つかみ大会や森の地蔵盆も実施します。詳しく
は遊林会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご覧になって下さいね。
ｽﾀｯﾌの仕事はこれだけではありません！忘れて
はいけません、モリイコ！です。くぬぎ隊･な
らがしわ隊･こなら隊･あらかし隊の4つの隊が
活動しているのですが、各々1回目の活動が終
わりました。子どもたちは、初めて出会う人ば
かりなので、はじめはみんな緊張していたけれ
ど、いきもののｹﾞｰﾑや、森探検にでかけて、み
んなでたくさんのものを探していると、自然と
仲良くなっていきます。また始めはｽﾀｯﾌが誘導
して｢あそこに○○があるよ ｣と言っていたの!
ですが、時間が経つにつれて、ｽﾀｯﾌでも気づか
ないようないろいろなものを発見し、教えてく
れています。まだまだ始まったばっかりでｽﾀｯﾌ
も手探りの状態ですが、元気な子どもたちと共
に、森の中で生きる動植物と共生していくこと
をあらためて見つめ直す事業でもあります。

☆連載「いきものの森と子どもたち」
地元の滋賀報知新聞は、当地域の各新聞に折

り込みで入れられる新聞です。どの新聞をとっ
ていようと折り込みで入れられるため、当地域
では読者が多く、森ではこれまでにもｲﾍﾞﾝﾄの
告知や情報発信の際にお世話になっていまし
た。その新聞で6 26日から「いきものの森と子/
どもたち」という連載記事をｽﾀｰﾄしました。執
筆はこの森で子どもたちに関わって10年を過ぎ
たﾏﾙです。原則毎週1回、森で子どもたちと関
わってきた中で皆さんにお伝えしたいｴﾋﾟｿｰﾄﾞ
などをたくさん紹介していく予定です。現代の
子どもたちが森という環境に来たらどんな反応
をするのか、ｽﾀｯﾌと森で過ごした子どもたちは
帰りになんと言ってくれるのか…そんな子ども
たちの様子を生き生きと描きたいと思います。

滋賀報知新聞をご覧になれない方もいらっし
ゃると思いますが、連載2,3回を過ぎたあたり
から同社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで閲覧可能となる予定ですの
で、検索の上是非ごらん下さい。

☆7月の作業は…
毎年7月と8月は作業は午前中のみです。とに

、 。かく暑いですが 草やｻｻは遠慮してくれません
草刈り中心の作業になると思います。14年目突
入ですので、焼き焼きﾊﾟｰﾃｨｰです。どなたもこ

!れで暑さを乗り切りましょう

容器やコップは数に限りがあります。食器の
持参をお願いします！

世話役 武藤精蔵 0748 20 5211発行者：東近江市建部北町 河辺いきものの森ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ内 遊林会 Tel - -
この用紙にはkikitoペーパーを使っており、滋賀県湖東地域の森の保全に寄与しています


